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 エコチル調査（※1）甲信ユニットセンター（信州⼤学）の野⾒⼭教授らの研究チーム

は、エコチル調査のデータを⽤い、妊娠中（前期）の⺟親の⾎中 PFAS（※2）濃度が⺟

体や⼦どもの⾎液に与える影響を調べるため、妊娠前期に採取した⺟体⾎および出⽣時

に採取したさい帯⾎（※3）の脂質（総コレステロール、中性脂肪、LDL コレステロー

ル、HDL コレステロール）（※４）を指標として解析しました。 

その結果、妊娠前期に採取した⺟体⾎においては、⺟体⾎中 PFOA、PFNA、PFDA、

PFUnA、PFTrDA、PFOS 濃度が⾼くなると総コレステロールが⾼くなる傾向が⾒られ、

⺟体⾎中 PFDA、PFUnA、PFTrDA 濃度が⾼くなると中性脂肪が低くなる傾向が⾒られ、

⺟体⾎中 PFOS 濃度が⾼くなるとと LDL コレステロールが低くなる傾向が⾒られ、⺟体

⾎中 PFOA、PFNA、PFDA、PFUnA、PFTrDA、PFOS 濃度が⾼くなると HDL コレステ

ロールが⾼くなる傾向が⾒られました。       

出産時のさい帯⾎においては、⺟体⾎中 PFOA、PFNA、PFDA、PFUnA、PFTrDA、

PFHxS、PFOS のいずれにおいても、総コレステロールとの間に関連は⾒られませんでし



 
 
た。また、⺟体⾎中 PFOA、PFNA、PFHxS、PFOS 濃度が⾼くなると中性脂肪が⾼くな

る傾向が⾒られました。⼀⽅、⺟体⾎中 PFTrDA 濃度が⾼くなると中性脂肪が低くなる

傾向が⾒られました。これらの結果は、おおむね過去の⽂献から予想される結果と⼀致

していました。 

本研究では、⺟親の⾎中 PFAS 濃度と⺟体⾎およびさい帯⾎の脂質との間に関連が⾒ら

れました。この結果によってすぐに疾病の発症や⼦どもの成⻑への影響があることを⽰

すものではなく、今後、疾病の発症（脂質異常症、⼼⾎管疾患、脳⾎管疾患など）や⼦

どもの成⻑への影響を明らかにしていく研究が必要です。 

 本研究をまとめた論⽂は、令和 6（2024）年 10 ⽉ 22 ⽇付で、「Environmental 

Research（Elsevier）」に掲載されました。 

 

※1  環境省が企画⽴案し、2010 年度から開始された全国で 10 万組の親⼦を妊娠中

から調査している「⼦どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」 

※2  PFAS（ペルフルオロアルキル化合物及びポリフルオロアルキル化合物の総称）︓

有機フッ素化合物のうち、ペルフルオロアルキル化合物及びポリフルオロアルキル化

合物を総称して「PFAS」と呼び、１万種類以上の物質があるとされています。今回

は、このうち、代表的な 7 種類の PFAS（PFOA、PFNA、PFDA、PFUnA、PFTrDA、

PFHxS および PFOS）について、分析を⾏いました。PFAS についての詳細は、環境

省ＨＰ（https://www.env.go.jp/water/pfas/pfas.html）をご参照ください。 

※3  ⺟親と妊娠中の⼦どもを結ぶへその緒を「さい帯」と⾔い、さい帯⾎は、さい帯

と胎盤に含まれる⾎液です。 

※４  HDL コレステロールは「善⽟」コレステロールとして知られ、末梢組織から余

分なコレステロールを回収することで、動脈硬化の進⾏を抑える役割があります。LDL

コレステロールは「悪⽟」コレステロールとも呼ばれ、その増加・変性により動脈壁に

蓄積し、動脈硬化を進⾏させる原因となります。 

 ※記載内容は、すべて著者の⾒解であり、環境省の⾒解は含まれません。 

 ※本研究に関する補⾜説明資料を作成しました。以下の URL も併せて確認ください

(https://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/medicine/chair/pmph/pfas_lipid_faq.pdf)。 

 

  



 
 
1. 発表のポイント 
 ⺟体⾎中 PFOA、PFNA、PFDA、PFUnA、PFTrDA、PFOS 濃度と⺟体⾎中の総コレス

テロールとの間に正の相関が⾒られ、⺟体⾎中 PFDA、PFUnA、PFTrDA 濃度と⺟体⾎

中の中性脂肪との間に負の相関が⾒られました。また、⺟体⾎中 PFOS 濃度と⺟体⾎中

の LDL コレステロールとの間に負の相関が⾒られました。⼀⽅、⺟体⾎中 PFOA、

PFNA、PFDA、PFUnA、PFTrDA、PFOS 濃度と⺟体⾎中の HDL コレステロールとの

間に正の相関が⾒られました。 

 ⺟体⾎中 PFOA、PFNA、PFDA、PFUnA、PFTrDA、PFHxS、PFOS のいずれにおいて

も、さい帯⾎中の総コレステロールとの間に関連は⾒られませんでした。また、⺟体⾎

中 PFOA、PFNA、PFHxS、PFOS 濃度とさい帯⾎中の中性脂肪との間に正の関連が⾒

られました。⼀⽅、⺟体⾎中 PFTrDA 濃度とさい帯⾎中の中性脂肪との間に負の関連が

⾒られました。 

 PFAS は⾎中の脂質になんらかの関連性があるという結果となりました。 

 これらの結果は、おおむね過去の⽂献から予想される結果と⼀致していました。 

 今後、疾病の発症（脂質異常症、⼼⾎管疾患、脳⾎管疾患など）や⼦どもの成⻑への影

響を明らかにしていく研究が必要です。 

2. 研究の背景 

「⼦どもの健康と環境に関する全国調査（以下、「エコチル調査」）」は、胎児期から⼩児

期にかけての化学物質へのばく露（※５）が⼦どもの健康に与える影響を明らかにするため

に、平成 22（2010）年度から全国で約 10 万組の親⼦を対象として環境省が開始した、⼤

規模かつ⻑期にわたる出⽣コホート調査（※６）です。さい帯⾎、⾎液、尿、⺟乳、乳⻭等

の⽣体試料を採取し保存・分析するとともに、追跡調査を⾏い、⼦どもの健康と化学物質等

の環境要因との影響を明らかにしている世界的にも注⽬されている調査です。 

エコチル調査は、国⽴環境研究所に研究の中⼼機関としてコアセンターを、国⽴成育医療

研究センターに医学的⽀援のためのメディカルサポートセンターを置いています。また、⽇

本の各地域で調査を⾏うために公募で選定された全国 15 の⼤学等に調査の拠点となるユニ

ットセンターを設置し、環境省と各関係機関が協働して実施しています。 

 近年、PFAS（ペルフルオロアルキル化合物及びポリフルオロアルキル化合物の総称）の

脂質代謝への影響が研究されていますが、妊婦における上記の影響は完全にはわかっていま

せんでした。そこで本研究では、妊娠した⺟親の妊娠前期の⾎中 PFAS 濃度が⺟体⾎中の脂

質にどう影響を与えるのか、また出産時に採取したさい帯⾎を使い、さい帯⾎中の脂質との

影響を疫学的な⼿法を⽤いて調べることにしました。 



 
 
 

3. 研究内容と成果 

本研究では、エコチル調査に参加している約 10 万⼈の妊婦のうち、⾎中 PFAS 濃度を調

べられた約 25,000 ⼈のデータの中から、脂質データが⽋測している妊婦を除いた 20,960

⼈のデータを分析に使⽤しました。 

脂質については、妊娠前期の⺟体⾎中の脂質（総コレステロール、中性脂肪、LDLコレス

テロール、HDL コレステロール）、出⽣時のさい帯⾎の総コレステロールおよび中性脂肪を

調べました。PFAS については、7 種類の個別の合算でない PFAS（PFOA、PFNA、PFDA、

PFUnA、PFTrDA、PFHxS および PFOS（※７））を分析対象としました。関連因⼦として

考えられている⺟親の年齢等の影響も考慮した上で、⺟体⾎中の PFAS 濃度と脂質との関連

について多重線形回帰分析（※８）で検討を⾏いました。 

検討の結果、⺟体⾎中の PFOA、PFNA、PFDA、PFUnA、PFTrDA、PFOS 濃度と⺟体⾎

中の総コレステロールとの間に正の相関が⾒られましたが、さい帯⾎中の総コレステロール

との間に関連は⾒られませんでした。また、⺟体⾎中の PFDA、PFUnA、PFTrDA 濃度と⺟

体⾎中の中性脂肪との間に負の相関が⾒られましたが、さい帯⾎中の中性脂肪との間には

PFOA、PFNA、PFHxS、PFOS で正の相関が⾒られました。⼀⽅、PFTrDA で負の相関が⾒

られました。加えて、⺟体⾎中の PFOS 濃度と⺟体⾎中の LDL コレステロールとの間に負

の相関が⾒られ、⺟体⾎中 PFOA、PFNA、PFDA、PFUnA、PFTrDA、PFOS 濃度と⺟体⾎

中の HDL コレステロールとの間に正の相関が⾒られました。これらの結果は、おおむね過

去の⽂献から予想される結果と⼀致していました。 

 

4. 今後の展開 

本研究によって、妊娠前期の⺟体⾎の⼀部の PFAS と、妊娠前期の⺟体⾎および出⽣時の

さい帯⾎の脂質との間に関連性が⽰唆されました。今後、妊娠中の PFAS 濃度による脂質の

変化が疾病の発症（脂質異常症、⼼⾎管疾患、脳⾎管疾患など）や⼦どもの成⻑への影響を

明らかにしていく研究が必要です。 

 

5. ⽤語解説 

※5  ばく露︓⾷べること、触れること、吸い込むこと等により化学物質が体内に取り込

まれることを⾔います。 

※6  出⽣コホート研究︓⺟親の妊娠届時から親⼦を追跡調査し、さまざまな要因の妊娠

や⼦どもへの影響を調べる研究です。 



 
 
※7  PFOA︓ペルフルオロオクタン酸、PFNA︓ペルフルオロノナン酸、PFDA︓ペルフ

ルオロデカン酸、PFUnA︓ペルフルオロウンデカン酸、PFTrDA︓ペルフルオロトリデ

カン酸、PFHxS︓ペルフルオロヘキサンスルホン酸、PFOS︓ペルフルオロオクタンス

ルホン酸 

※8  多重線形回帰分析︓複数の要因の影響を同時に考慮した上で影響を検討するための

解析⼿法です。 
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7. 問い合わせ先 

【研究に関する問い合わせ】 

信州⼤学医学部衛⽣学公衆衛⽣学教室 

助教 ⻑⾕川航平 

電⼦メール︓koheih+20241021（末尾に@shinshu-u.ac.jp をつけてください） 

 

【報道に関する問い合わせ】 

信州⼤学総務部総務課広報室 

電⼦メール︓shinhp（末尾に@shinshu-u.ac.jp をつけてください） 

 

※ お寄せいただいたご質問などは、編集の上で公開させていただくことがあります。 
 


